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はじめに
　平成 30（2018）年 4 月、一年間の周知期間を経て、幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保
連携型認定こども園教育・保育要領の改訂版が施行された。同時に施行された背景には、同様の
内容や質を保証し、幼児教育施設として明確に位置付けようというねらいがある。幼児教育施設
に求められることとしては、①環境を通して行う教育とは何かを考えて保育を見直すこと、②「資
質・能力」を意識して計画・評価すること、③「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を意識
して計画・評価すること、が挙げられる。この「計画」に着目して研究に取り組みたいと考える。
1．研究の目的
（１）研究の動機
　本稿のタイトルに用いているイノベーション（innovation）とは、刷新、革新、新機軸という
意味であり、日本では技術革新という狭い意味に用いられることがある（広辞苑第６版　岩波書
店）。そのため、「カリキュラムのイノベーション」という表現を目にしたとき、違和感があった。
しかし、田中享胤は、「学校教育・カリキュラムのイノベーションと課題 1」として次のように述
べている。本稿の研究の目的と関連する重要な記述であることから、以下、引用する。
*
* 武蔵野大学教育学部
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　　　教育課程・保育課程といったカリキュラムには、未来志向の観点から、様々な課題が山積
　　しています。小学校をはじめとする諸学校も視野に入れた課題としては、「保・幼・小の連携」
　　といった学校間教育連携、食育、危機管理の教育、国際標準教育、国際通用教育、学力向上
　　教育、情報リテラシー教育などがあります。
　　　このほか、生涯学習体系としての学校教育、「生きる力」を培う教育、ジェンダー教育、
　　特別支援教育と個別教育、環境教育、キャリア教育、教育評価とＰＤＣＡ、道徳教育、表現
　　力教育、汎用的能力形成の教育、規範意識の教育、協同性を培う生活・教育展開などカリキュ
　　ラムのイノベーションには、枚挙に暇がありません。これらの多くは、幼児期の教育・保育
　　においても、カリキュラム構築の根幹に位置付けられる課題ともなります１。
　2014 年（平成 26 年）に書かれ、上記に挙げられている事柄は、カリキュラム構築の課題にと
どまらず、現代の子どもを取り巻く環境と今後の幼児教育・保育が抱える課題や改善すべき点と
して認識される事柄と重なる。2017 年（平成 29 年）改訂、2018 年（平成 30 年）4 月施行の改
訂版（以下、平成 30 年版）の改訂に反映されているものが多くある。そこで、本稿では、引用
したイノベーションの課題をより実践的に捉えた視点からアプローチしたいと考えている。
　まさに未来志向の観点から行われた、平成 30 年度版に伴う、幼児教育・保育の場におけるカ
リキュラムのイノベーションとその課題を明らかにしたい。
（２）平成30年度版に共通する改訂のポイントと保育者に求められること
　カリキュラムが意味するものは多様であり、子ども観、教育観の違いによって様々な解釈が存
在する。それだけに主体としての子どもを中心におきつつ、もう一方の主体である保育者の存在
も無視せず、両者を統合する中でカリキュラムを幅広くとらえていくことが課題となる 2。
　保育者養成に携わるうえで、自らの手で改訂のポイントを整理し理解を深めるとともに、改訂
に伴うカリキュラムのイノベーションとカリキュラムに求められる課題について考察するため
に、平成３０年改訂版の改訂のポイントとそれに伴い保育者に求められることを以下に整理し挙
げる。
１）ポイント①幼児教育において育みたい資質・能力
　幼児教育は小学校以降の学びの基礎を培うという明確な位置づけがされた。保育者には、幼児期
にふさわしい生活の深い理解と遊びを中心に総合的な指導を展開する柔軟な実践力が求められる。
２）ポイント②幼児期の終わりまでに育ってほしい姿
　５歳児終了時に完全にできるようになる、できるようにしなくてはいけない、という到達目標
ではなく、方向目標であると解説されている。また、５歳児で突然出現する姿ではなく、幼児教
育・保育を経て、５歳児の生活の中の様々な場面で見えてくる姿であると説明されている。つま
り、長期的に成長・発達を見守る専門性が保育者一人ひとりに求められるということである。
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３）ポイント③主体的・対話的で深い学び
　幼児教育においてもアクティブラーニングを実践し、アクティブラーニングの視点から絶えず
指導の改善を図っていくことが明確にされた。子どもたちの主体的な活動や多様な体験を保障し、
友だちや保育者とのやり取りなどで自らの考えを広げ、気付きや工夫をする体験が次の体験と結
びついていくような環境を意識することが保育者には求められることになる。
４）ポイント④小学校教育との接続
　幼児教育の基本的な部分や幼児期に育むべき力が明記されるとともに、幼児教育において育み
たい資質・能力で挙げられている事項は、小学校以降は「基礎」が取れ、高等学校まで一貫して
育まれるものとして明確にされた。幼児教育の重要性の再確認されたことにより、保育者には小
学校へ送り出す立場として幼児教育の成果を「幼児の姿」として伝える力が求められる。
（３）問題の所在
　2017 年（平成 29 年）に改訂され、2018 年（平成 30 年）4 月施行までの周知期間には「こう変わる」
をキーワードした、改訂に関する書籍が多く出版された。また、研修や講演会が数多く開催された。
そのため、幼児教育・保育に携わる多くの人々が早い段階で、すでに述べた改訂のポイントを知
ることができたと言えよう。しかし、解説の出版は施行直前の平成 30 年 3 月であったこともあり、
十分な理解をして施行までの準備をできたかという点では、疑問がある。
　事実、筆者には、改訂 1 年目である 2018 年度終わりには、Ｋ市の公立保育所を所管する指
導担当者から現場では「どのように改訂されるか、それはわかったが、それをどのように実践
に落とし込むかについては戸惑いが大きいままである」「未だに試行錯誤している」と現場の現
状が伝えられた。この戸惑いはどこから生じるのだろうか。小川（2000）は、教育課程の英訳
curriculum の語源に触れ、『「curriculum」とは「教育する側である大人が子どもの立場に成り
代わって、子どもが経験するであろう内容や過程を判断して、教師の願いに基づいて望ましい
内容・過程（あるべき内容と配列）を考えたもの（小川博久　『保育援助論』生活ジャーナル、
2000」であるとしている。「大人が子どもの立場になるためには子どもを十分に理解することが
必要」であり、「大人が望ましいと考える園生活の大まかな道筋を考える以前に、大人が子ども
の立場に成り代わってという子どもの実態の把握が前提としてあることは、とても重要な視点で
ある 3、と述べている。ここにも改訂に伴う実践者の戸惑いがあると言えよう。つまり、同様に
教育をする側の大人の願いやあるべき姿をもとに改訂された幼稚園教育要領、保育所保育指針、
幼保連携型認定こども園教育・保育要領を根拠としつつ、子どもの育ちの道筋と照らしながら子
どもの立場に成り代わって経験するであろう内容や過程をどのようなカリキュラムにするのか、
そして実際にどのような経験を積む実践を展開するのか、改訂によってこの二重の理解と具現化
が求められたことになる。保育現場の戸惑いはすでに述べた「保育者に求められること」をいか
にしてカリキュラムとして具現化するか、子どもの立場に成り代わって実践するかという、幼児
教育・保育に携わる人々の自覚と責任感が難しさを生み出しているのではないだろうか。
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2．研究の手順の方法
　カリキュラムのイノベーションと課題を明らかにするため、以下の手順で研究に取り組む。
【手順１】
　幼稚園教育要領解説（ｐ 81）の「教育課程の編成の実際」に挙げられている項目や保育所保
育指針解説（pp39 ～ 42）の「全体的な計画の作成」に挙げられている項目から、幼児教育・保
育のカリキュラムに求められる事項として①幼稚園の実態に即した教育課程・※保育課程（全体
的な計画）にすること②幼児の発達の過程や実情を的確に把握すること③地域の実態を把握する
こと。④創意工夫して教育課程を展開することの 4 項目をもとに、『子どもの今と未来を考える 
教育課程・保育課程論（田中享胤 2014 株式会社みらい p19）』に挙げられた、保育・幼児教育
のカリキュラムに求められる課題を整理する。
【手順２】
　手順 1 で整理した課題と視座を改訂のポイントを照らし合わせ、改訂後のカリキュラムに求め
られる課題を一覧化する。
【手順３】
　手順２の一覧表から②幼児の発達の過程や実情を的確に把握することを取り出し、『保育の友』
（全国社会福祉協議会　毎月 1 回 1 日発行）の平成 30 年版施行前の 2017 年（平成 29 年）4 月号
に掲載されている 3・4・5 歳児の年間指導計画（年間の目標・ねらい・保育の内容）と平成 30
年版施行後の 2018 年（平成 30 年）4 月号に掲載されている 3・4・5 歳児の年間指導計画（年間
の目標・ねらい・保育の内容）から、キーワードを抽出し、分類表をつくる。
　なお、保育園の年間指導計画を用いることについては、平成 30 年版の改訂において、乳児保
育に関わるねらい及び内容と 1 歳以上 3 歳未満児の保育に関わるねらい及び内容が新たに設けら
れ、3 歳以上児の保育に関して幼稚園教育要領との整合性が図られるなかでねらい及び内容が明
記されたことから、保育所の年間指導計画は、改訂前後の傾向が捉えやすいという仮説に基づい
たものである。また、『保育の友』に掲載されている年間指導計画を分析対象とすることについ
ては、保育所保育におけるサンプルのひとつとしての役割を果たしているから、保育所保育指針
に沿いつつ、創意工夫され作成されているメリットがある。その一方で、3・4・5 歳児それぞれ
を研究チーム等が作成していることから、発達の連続性が反映されていないデメリットがある。
【手順４】
　手順 3 の分類表をもとにカリキュラムに求められる課題に関する実践状況を比較し、保育・幼
児教育におけるカリキュラムのイノベーションと課題を考察する。
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3．結果
（１）手順1及び手順2の結果
表 1　改訂前と改訂後の幼児教育・保育のカリキュラムに求められる課題
田中享胤（2014）『子どもの今と未来を考える 教育課程・保育課程論』 株式会社みらい p19 をもとに筆者が分類し作成
【手順1】 【手順2】
項目 改訂前課題 改訂後の課題
学校教育体系としての幼稚園教育、幼児教育施設としての保育所保育（3歳以上） 学校教育体系としての幼稚園教育、幼児教育施設としての保育所保育（3歳以上）
入園から修了に至るまでの長期的な視野からのカリキュラム構築 入園から修了に至るまでの長期的な視野からのカリキュラム構築
幼児期にふさわしい生活の展開 幼児期にふさわしい生活の展開
子どもの視点に立った環境づくり 子どもの視点に立った環境づくり
人間形成、人格形成の教育・保育 人間形成、人格形成の教育・保育
「預かり保育」「長時間保育」の導入とカリキュラム構築 「預かり保育」「長時間保育」の導入とカリキュラム構築
学びの道筋をつくる生活と保育 学びの道筋をつくる生活と保育
　➡〔知識及び技能の基礎〕
　　　豊かな体験を通じて、感じたり、気付いたり、分かったり、
　　　できるようになったりする
　➡〔思考力、判断力、表現力の基礎〕
　　　気付いたことや、できるようになったことことなどを使い、考えたり、
　　　試したり、工夫したり、表現したりする
情緒の安定を基盤にした生活と保育の展開 情緒の安定を基盤にした生活と保育の展開
遊びを通した教育・保育 遊びを通した教育・保育
様々な体験を積み重ねる生活と展開 様々な体験を積み重ねる生活と展開
子どもの自発性・意欲・主体性を促す教育・保育 子どもの自発性・意欲・主体性を促す教育・保育
　➡〔学びに向かう力、人間性等〕
　　　心情、意欲、態度が育つ中で、よりよい生活を営もうとする
生きる力の基礎を培う教育・保育 生きる力の基礎を培う教育・保育
　➡〔思考力、判断力、表現力の基礎〕
　　　気付いたことや、できるようになったことことなどを使い、考えたり、
　　　試したり、工夫したり、表現したりする
　➡〔学びに向かう力、人間性等〕
　　　心情、意欲、態度が育つ中で、よりよい生活を営もうとする
①健康な心と体
生活習慣の自立 　生活習慣の自立
多様な感情や価値の体感による生活の確立 　多様な感情や価値の体感による生活の確立
②自立心
自尊感情や自己肯定感による自己発揮 自尊感情や自己肯定感による自己発揮
③協同性
人との信頼関係の構築 　人との信頼関係の構築
協同的な遊びや生活によるカリキュラム構築   協同的な遊びや生活によるカリキュラム構築
④道徳性・規範意識の芽生え
道徳性の芽生えを培う教育・保育 　道徳性の芽生えを培う教育・保育
⑤社会生活との関わり
⑥思考力の芽生え
環境による思考力の芽生えを培う生活と保育 　環境による思考力の芽生えを培う生活と保育
⑦自然との関わり・生命尊重
⑧数量や図形、標識や文字へなどへの関心・感覚
⑨言葉による伝え合い
生活における「聞く」「話す」などのコミュニケーションの力の形成 　生活における「聞く」「話す」などのコミュニケーションの力の形成
⑩豊かな感性と表現
表現する過程を広げたり、深めたりする生活や保育 　表現する過程を広げたり、深めたりする生活や保育
表したいという気持ちを重視する保育 　表したいという気持ちを重視する保育
異年齢児との交流 異年齢児との交流
安全に関する教育
子育て支援センターとしての役割・機能を発揮する園 子育て支援センターとしての役割・機能を発揮する園
地域資源の利活用による教育・保育 地域資源の利活用による教育・保育
自然に触れる機会を配慮した生活や保育の展開 自然に触れる機会を配慮した生活や保育の展開
園と家庭や地域とのつながり 園と家庭や地域とのつながり
園の教育・保育と小学校などの教育との接続・連携 園の教育・保育と小学校などの教育との接続・連携
保育者の専門職としてのキャリア形成と研修 保育者の専門職としてのキャリア形成と研修
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（2）手順3及び手順4の結果
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け
る
・
～
、
戸
外
で
遊
ぶ
こ
と
を
楽
し
む
・
い
ろ
い
ろ
な
運
動
遊
び
を
喜
ん
で
行
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
の
動
き
を
楽
し
む
○
基
本
的
な
生
活
の
仕
方
を
知
り
、
身
の
回
り
の
こ
と
を
自
分
で
し
よ
う
と
す
る
○
い
ろ
い
ろ
な
遊
び
の
中
で
の
び
の
び
と
体
を
動
か
す
○
全
身
を
使
っ
て
水
遊
び
を
楽
し
む
○
～
、
走
る
、
飛
ぶ
、
踊
る
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
動
き
を
す
る
こ
と
を
楽
し
む
○
友
達
と
一
緒
に
運
動
遊
び
や
運
動
会
に
参
加
し
、
一
緒
に
動
く
楽
し
さ
や
感
動
を
共
有
す
る
○
さ
ま
ざ
ま
な
遊
具
や
道
具
を
使
い
、
戸
外
で
体
を
動
か
し
て
遊
ぶ
こ
と
を
楽
し
む
○
風
邪
予
防
を
意
識
し
、
手
洗
い
と
う
が
い
を
進
ん
で
す
る
○
自
分
な
り
の
目
標
を
も
っ
て
、
積
極
的
に
体
を
動
か
し
て
遊
ぶ
○
い
ろ
い
ろ
な
運
動
に
興
味
を
も
ち
、
全
身
を
使
っ
て
運
動
す
る
○
冬
の
健
康
的
な
生
活
を
送
る
習
慣
や
態
度
を
身
に
つ
け
る
②
自
立
心
　
（
自
尊
感
情
や
自
己
肯
定
感
に
よ
る
自
己
発
揮
）
○
身
近
な
大
人
の
仕
事
や
友
達
の
行
動
に
気
づ
き
、
手
伝
い
や
世
話
を
頼
ま
れ
る
と
喜
ん
で
取
り
組
む
・
い
ろ
い
ろ
な
遊
び
を
楽
し
み
な
が
ら
根
気
強
く
取
り
組
み
、
や
り
遂
げ
た
と
き
の
充
実
感
を
味
わ
う
○
～
、
自
分
た
ち
で
生
活
を
進
め
よ
う
と
す
る
○
友
達
の
よ
さ
を
知
り
、
互
い
に
認
め
助
け
合
い
な
が
ら
グ
ル
ー
プ
、
ク
ラ
ス
の
中
で
自
分
の
力
を
発
揮
し
、
目
的
を
も
っ
て
遊
び
を
進
め
る
③
協
同
性
　
（
人
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
　
協
同
的
な
遊
び
や
生
活
に
よ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
構
築
）
○
春
の
自
然
の
中
、
戸
外
で
の
び
の
び
と
元
気
に
遊
ぶ
○
発
達
に
応
じ
た
運
動
遊
び
に
保
育
者
と
一
緒
に
楽
し
ん
で
取
り
組
み
、
運
動
能
力
を
高
め
、
動
き
の
遊
び
を
喜
ぶ
○
冬
の
戸
外
で
も
防
寒
対
策
を
し
て
元
気
に
遊
び
、
体
の
温
め
方
な
ど
、
冬
の
過
ご
し
方
の
工
夫
を
保
育
者
と
一
緒
に
身
に
つ
け
る
○
グ
ル
ー
プ
の
仲
間
を
覚
え
、
一
緒
に
活
動
す
る
こ
と
を
喜
ぶ
○
自
分
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
友
達
の
様
子
に
も
気
付
け
る
よ
う
に
な
り
、
か
か
わ
り
を
深
め
る
○
み
ん
な
で
遊
ぶ
楽
し
さ
を
知
る
中
で
、
仲
間
意
識
が
芽
生
え
、
集
団
で
集
ま
ろ
う
と
す
る
・
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
し
て
、
生
活
に
必
要
な
習
慣
や
態
度
を
身
に
つ
け
る
・
～
、
戸
外
で
遊
ぶ
こ
と
を
楽
し
む
・
い
ろ
い
ろ
な
運
動
遊
び
を
喜
ん
で
行
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
の
動
き
を
楽
し
む
・
友
達
と
の
か
か
わ
り
を
深
め
、
様
々
な
遊
び
を
楽
し
む
・
相
手
の
気
持
ち
を
思
い
や
る
○
気
の
合
う
友
だ
ち
と
共
通
の
目
的
を
も
っ
て
楽
し
く
遊
ぶ
・
生
活
や
遊
び
の
中
で
共
通
の
目
的
を
見
出
し
、
友
だ
ち
と
協
力
し
た
り
工
夫
し
た
り
し
て
、
一
緒
に
実
現
さ
せ
る
喜
び
を
味
わ
う
○
同
じ
目
的
を
も
っ
た
友
達
と
相
談
し
て
、
一
緒
に
遊
ぶ
楽
し
さ
を
知
る
○
友
達
と
相
談
し
て
役
割
を
分
担
し
、
自
分
の
役
割
を
果
た
そ
う
と
す
る
④
道
徳
性
・
規
範
意
識
の
芽
生
え
　
（
道
徳
性
の
芽
生
え
を
培
う
教
育
・
保
育
）
○
共
同
の
遊
具
や
玩
具
を
扱
う
中
で
、
好
き
な
遊
び
を
見
つ
け
な
が
ら
、
遊
び
や
片
づ
け
の
 決
ま
り
を
知
る
○
生
活
や
遊
び
の
中
で
、
順
番
に
こ
だ
わ
っ
た
り
、
意
識
し
た
り
す
る
・
集
団
遊
び
や
ル
ー
ル
の
あ
る
遊
び
の
楽
し
さ
を
知
り
、
友
達
と
一
緒
に
楽
し
む
○
友
達
と
楽
し
く
生
活
す
る
中
で
、
決
ま
り
の
大
切
さ
に
気
付
き
守
ろ
う
と
す
る
○
自
分
な
り
の
目
標
を
も
っ
て
、
積
極
的
に
体
を
動
か
し
て
遊
ぶ
○
い
ろ
い
ろ
な
運
動
に
興
味
を
も
ち
、
全
身
を
使
っ
て
運
動
す
る
○
夏
の
生
活
の
中
で
ル
ー
ル
を
理
解
し
、
楽
し
ん
で
遊
ぶ
○
～
友
達
と
話
し
合
い
な
が
ら
遊
び
の
ル
ー
ル
を
作
り
、
遊
び
を
展
開
さ
せ
て
い
く
楽
し
さ
を
知
る
⑤
社
会
生
活
と
の
関
わ
り
※
保
育
の
内
容
と
は
別
に
「
地
域
と
の
連
携
」
が
設
け
ら
れ
て
い
る
○
友
達
や
保
育
士
、
高
齢
者
の
や
さ
し
さ
に
心
地
よ
さ
を
感
じ
、
自
分
も
優
し
く
接
し
よ
う
と
す
る
○
伝
統
的
な
行
事
な
ど
に
参
加
し
、
文
化
や
意
味
を
知
り
、
そ
こ
に
関
わ
る
人
な
ど
に
関
心
を
も
つ
○
様
々
な
職
業
に
関
心
を
も
ち
、
仕
事
内
容
を
絵
本
や
図
鑑
で
調
べ
た
り
、
見
学
に
行
っ
た
り
 し
て
、
憧
れ
や
感
謝
の
気
持
ち
を
も
つ
○
異
年
齢
児
や
高
齢
者
と
楽
し
く
過
ご
し
、
親
し
み
を
持
つ
⑥
思
考
力
の
芽
生
え
　
（
環
境
に
よ
る
思
考
力
の
芽
生
え
を
培
う
生
活
と
保
育
）
・
自
然
や
身
近
な
環
境
に
触
れ
、
自
分
な
り
の
目
的
を
も
っ
て
見
た
り
考
え
た
り
試
し
た
り
し
な
が
ら
、
遊
び
を
楽
し
む
・
身
近
な
自
然
事
象
や
社
会
事
象
に
関
心
を
も
ち
、
自
ら
試
し
た
り
考
え
た
り
し
て
発
見
を
楽
し
む
⑦
自
然
と
の
関
わ
り
・
生
命
尊
重
○
春
の
自
然
の
心
地
よ
さ
を
体
で
感
じ
、
自
然
物
を
遊
び
の
中
に
取
り
入
れ
て
楽
し
む
○
水
や
土
地
に
触
れ
て
感
触
や
変
化
を
楽
し
み
な
が
ら
、
自
然
と
関
わ
る
楽
し
さ
を
味
わ
い
、
　
 身
近
な
生
き
物
に
対
し
て
興
味
を
も
つ
○
冬
の
自
然
事
象
に
興
味
を
も
つ
・
梅
雨
期
や
初
夏
の
自
然
に
興
味
を
も
ち
、
季
節
の
遊
び
を
楽
し
む
・
夏
の
自
然
に
親
し
み
、
夏
の
遊
び
を
十
分
に
楽
し
む
・
季
節
の
変
化
に
気
づ
き
、
遊
び
の
中
に
取
り
入
れ
て
楽
し
む
・
冬
の
自
然
に
関
心
を
も
ち
、
冬
の
遊
び
を
十
分
に
楽
し
む
○
身
近
な
自
然
や
動
植
物
に
興
味
を
も
ち
、
見
た
り
触
れ
た
り
し
て
、
親
し
み
を
持
つ
○
身
近
な
動
植
物
を
見
た
り
触
っ
た
り
、
世
話
を
し
た
り
し
な
が
ら
興
味
関
心
を
も
つ
・
身
近
な
自
然
物
に
積
極
的
に
関
わ
り
、
愛
情
を
持
っ
て
世
話
を
し
た
り
、
親
し
み
を
も
っ
た
り
、
発
見
し
た
り
し
て
楽
し
む
○
自
然
事
象
や
身
近
に
起
こ
る
様
々
な
事
象
に
興
味
や
関
心
を
抱
き
、
感
動
し
た
り
、
疑
問
を
 も
っ
た
り
す
る
○
身
近
な
自
然
事
象
の
特
徴
に
気
づ
い
た
り
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
調
べ
た
り
す
る
○
身
近
な
自
然
の
美
し
さ
や
季
節
の
移
り
変
わ
り
に
気
づ
き
、
疑
問
を
も
っ
て
調
べ
る
○
自
然
事
象
を
見
た
り
触
れ
た
り
し
て
、
自
然
の
大
き
さ
や
不
思
議
さ
な
ど
を
感
じ
、
知
ろ
う
と
す
る
○
冬
の
身
近
な
事
象
に
関
心
を
も
ち
、
試
し
て
調
べ
る
⑧
数
量
や
図
形
、
標
識
や
文
字
へ
な
ど
へ
の
関
心
・
感
覚
○
簡
単
な
数
や
量
、
形
な
ど
に
興
味
を
も
つ
中
で
、
そ
の
違
い
に
気
づ
き
、
遊
び
の
中
に
取
り
入
れ
る
○
文
字
や
標
識
、
数
な
ど
に
興
味
関
心
を
も
ち
、
遊
び
の
中
で
使
っ
て
遊
ぶ
○
自
然
物
な
ど
を
集
め
た
り
、
数
え
た
り
、
分
け
た
り
、
並
べ
た
り
、
す
る
こ
と
に
興
味
　
 を
も
つ
○
生
活
の
中
で
の
数
量
、
長
短
や
図
形
、
速
さ
、
時
間
の
特
徴
な
ど
に
気
づ
く
○
数
量
、
図
形
、
時
間
な
ど
に
関
心
を
も
ち
、
生
活
や
遊
び
の
中
に
取
り
入
れ
る
○
色
の
美
し
さ
、
形
の
組
み
合
わ
せ
に
関
心
を
も
ち
、
工
夫
し
て
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
作
る
○
生
活
の
中
の
言
葉
や
掲
示
さ
れ
て
い
る
文
字
や
記
号
に
関
心
を
も
ち
、
生
活
や
遊
び
の
中
で
数
え
た
り
、
比
べ
た
り
、
組
み
合
わ
せ
た
り
し
て
遊
ぶ
○
～
、
生
活
や
遊
び
の
中
に
集
合
数
や
順
序
数
を
取
り
入
れ
て
遊
ぶ
○
年
賀
状
や
手
紙
の
や
り
と
り
を
通
し
て
、
文
字
に
一
層
の
関
心
を
も
ち
、
書
い
て
み
よ
う
 と
す
る
⑨
言
葉
に
よ
る
伝
え
合
い
　
（
生
活
に
お
け
る
「
聞
く
」
「
話
す
」
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
力
の
形
成
）
○
遊
び
や
生
活
の
中
で
言
葉
を
交
わ
す
こ
と
を
喜
ぶ
○
保
育
者
の
言
葉
に
よ
く
反
応
し
、
会
話
を
楽
し
も
う
と
す
る
○
発
見
し
た
こ
と
や
不
思
議
に
思
っ
た
こ
と
な
ど
を
保
育
士
に
伝
え
、
そ
の
事
柄
に
つ
い
て
 　
自
分
の
体
験
や
経
験
と
重
ね
よ
う
と
す
る
○
文
字
や
標
識
、
数
な
ど
に
興
味
関
心
を
も
ち
、
遊
び
の
中
で
使
っ
て
遊
ぶ
○
自
分
の
考
え
を
保
育
士
や
友
達
に
伝
え
よ
う
と
す
る
○
絵
本
や
童
話
な
ど
を
興
味
を
も
っ
て
見
た
り
聞
い
た
り
す
る
○
日
常
生
活
の
友
達
と
の
遊
び
の
中
で
、
必
要
な
言
葉
の
使
い
方
に
気
づ
く
○
自
分
の
気
持
ち
を
相
手
に
伝
え
、
友
達
の
話
を
聞
こ
う
と
す
る
○
自
分
の
思
っ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
言
葉
で
相
手
に
伝
え
よ
う
と
す
る
○
会
話
を
通
し
て
、
友
達
と
い
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
る
・
友
達
と
積
極
的
に
関
わ
っ
て
、
自
分
の
気
持
ち
や
考
え
を
伝
え
あ
い
な
が
ら
、
遊
び
や
生
活
を
楽
し
む
○
自
分
意
見
を
主
張
し
た
り
、
友
達
の
考
え
を
受
け
入
れ
た
り
し
な
が
ら
、
遊
び
を
進
め
よ
う
と
す
る
○
保
育
士
や
友
達
に
、
発
見
し
た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
、
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
な
ど
を
話
す
⑩
豊
か
な
感
性
と
表
現
　
（
表
現
す
る
過
程
を
広
げ
た
り
、
深
め
た
り
す
る
生
活
や
保
育
　
表
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
重
視
す
る
保
育
）
○
さ
ま
ざ
ま
な
素
材
に
触
れ
、
感
触
を
楽
し
み
な
が
ら
、
感
じ
た
こ
と
を
自
由
に
表
現
す
る
○
自
分
の
思
い
や
考
え
な
ど
を
伝
え
る
こ
と
を
楽
し
む
○
遊
び
や
生
活
で
必
要
な
言
葉
を
理
解
し
て
、
必
要
に
応
じ
て
伝
え
合
う
こ
と
が
で
き
る
○
工
程
の
少
な
い
折
り
紙
な
ど
を
保
育
士
と
一
緒
に
つ
く
り
上
げ
た
り
、
ク
レ
ヨ
ン
な
ど
で
自
由
に
描
い
た
り
し
て
、
自
分
で
製
作
す
る
こ
と
を
楽
し
む
○
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
や
鈴
な
ど
簡
単
な
打
楽
器
を
使
用
し
て
、
音
を
鳴
ら
す
こ
と
の
楽
し
さ
を
楽
し
む
○
絵
本
や
紙
芝
居
を
喜
ん
で
み
た
り
聞
い
た
り
し
て
、
イ
メ
ー
ジ
を
豊
か
に
し
、
遊
び
の
中
で
表
現
す
る
こ
と
を
楽
し
む
○
友
達
や
保
育
士
と
好
き
な
ご
っ
こ
遊
び
を
楽
し
む
○
曲
に
合
わ
せ
て
歌
を
歌
っ
た
り
、
手
遊
び
を
し
た
り
し
て
楽
し
む
○
身
近
な
道
具
や
素
材
を
使
っ
て
、
書
い
た
り
作
っ
た
り
し
て
遊
ぶ
○
歌
や
合
奏
、
ダ
ン
ス
な
ど
を
身
ん
で
楽
し
く
一
緒
に
行
う
○
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
、
絵
や
制
作
で
表
現
す
る
○
身
近
な
も
の
や
遊
具
を
使
っ
て
、
イ
メ
ー
ジ
を
広
げ
な
が
ら
遊
び
を
進
め
て
い
く
○
季
節
感
や
曲
の
雰
囲
気
を
感
じ
取
り
な
が
ら
、
友
達
と
一
緒
に
歌
っ
た
り
楽
器
を
鳴
ら
し
 た
り
す
る
○
絵
本
や
紙
芝
居
の
内
容
を
ご
っ
こ
遊
び
に
取
り
入
れ
て
遊
ぶ
○
曲
や
リ
ズ
ム
の
変
化
を
楽
し
ん
だ
り
、
感
情
を
込
め
て
歌
っ
た
り
す
る
○
物
語
の
内
容
に
興
味
を
も
っ
て
聞
き
、
想
像
を
膨
ら
ま
せ
、
友
達
と
一
緒
に
表
現
遊
び
を
す
る
○
様
々
な
素
材
を
用
い
て
い
ろ
い
ろ
な
道
具
を
使
い
こ
な
し
、
イ
メ
ー
ジ
す
る
も
の
を
工
夫
し
て
作
る
○
～
新
し
い
言
葉
や
物
の
名
前
に
関
心
を
も
ち
、
想
像
を
豊
か
に
膨
ら
ま
せ
た
り
、
表
現
し
て
遊
ぶ
○
音
楽
に
親
し
み
、
感
じ
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
な
ど
を
音
や
動
き
で
表
現
す
る
⑪
異
年
齢
児
と
の
交
流
○
年
下
の
子
に
わ
か
り
や
す
く
話
し
た
り
、
一
緒
に
行
っ
た
り
し
て
当
番
活
動
の
や
り
方
を
伝
え
る
⑫
安
全
に
関
す
る
教
育
○
プ
ー
ル
で
の
決
ま
り
や
安
全
面
に
つ
い
て
の
話
を
聞
き
、
楽
し
い
中
に
も
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
る
○
遊
び
の
中
で
、
室
内
や
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
の
過
ご
し
方
に
つ
い
て
保
育
士
と
一
緒
に
考
え
 な
が
ら
、
安
全
に
つ
い
て
興
味
を
も
つ
○
固
定
遊
具
、
砂
場
遊
具
な
ど
の
安
全
な
遊
び
方
や
扱
い
方
を
知
る
○
室
内
遊
具
や
園
庭
遊
具
の
使
い
方
や
扱
い
方
を
知
り
、
そ
れ
を
使
っ
て
遊
ぶ
こ
と
を
楽
し
む
○
遊
具
、
用
具
を
安
全
に
使
い
な
が
ら
、
工
夫
し
て
遊
ぶ
○
交
通
の
決
ま
り
や
安
全
な
歩
行
の
仕
方
を
身
に
つ
け
る
○
災
害
時
の
危
険
を
知
り
、
合
図
や
指
示
に
従
っ
て
機
敏
に
行
動
す
る
⑬
食
育
※
保
育
の
内
容
と
は
別
に
「
食
育
」
が
設
け
ら
れ
、
4
期
×
3
項
目
計
1
2
項
目
記
載
さ
れ
て
い
る
※
保
育
の
内
容
の
枠
外
に
食
育
の
項
目
を
設
け
、
4
期
合
計
9
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
・
　
年
間
指
導
計
画
の
年
間
の
目
標
、
ね
ら
い
に
記
載
さ
れ
て
い
た
事
項
○
　
年
間
指
導
計
画
の
保
育
の
内
容
に
記
載
さ
れ
て
い
た
事
項
※
複
数
の
項
目
に
関
連
す
る
事
項
は
、
全
体
の
文
脈
か
ら
よ
り
相
応
し
い
項
目
に
記
載
※
記
載
内
容
は
方
向
目
標
を
根
拠
に
配
置
※
誌
面
都
合
上
、
一
部
を
～
に
て
省
略
表
２
　
幼
児
の
発
達
の
過
程
や
実
情
を
的
確
に
把
握
す
る
こ
と
　
改
訂
前
後
の
前
後
分
類
表
 2
01
7
年
度
（
改
訂
前
）
- 123 -
保育・幼児教育におけるカリキュラムのイノベーションと課題（小川）
表
３
　
幼
児
の
発
達
の
過
程
や
実
情
を
的
確
に
把
握
す
る
こ
と
　
改
訂
前
後
の
前
後
分
類
表
　
20
18
年
度
（
改
訂
後
）
3歳
4歳
5歳
①
健
康
な
心
と
体
　
（ 生
活
習
慣
の
自
立
　
多
様
な
感
情
や
価
値
の
体
感
に
よ
る
生
活
の
確
立
）
・自
分
で
で
き
る
身
の
回
り
の
こ
と
は
自
分
で
す
る
・い
き
い
き
と
し
た
快
適
な
生
活
を
営
め
る
よ
う
に
す
る
○
新
し
い
生
活
の
流
れ
を
把
握
で
き
る
よ
う
に
～
○
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
五
感
で
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
○
気
候
に
応
じ
た
畏
怖
の
調
整
を
行
い
、
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
す
る
○
基
本
的
生
活
習
慣
を
知
り
、
～
保
育
者
と
一
緒
に
し
よ
う
と
す
る
○
夏
の
生
活
の
仕
方
を
知
り
、
自
分
で
で
き
る
こ
と
を
し
よ
う
と
す
る
○
～
楽
し
く
食
事
を
し
、
食
事
の
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
る
○
身
の
回
り
の
こ
と
を
自
分
か
ら
し
よ
う
と
す
る
○
生
活
の
流
れ
に
見
通
し
を
持
ち
、
進
ん
で
身
の
回
り
の
こ
と
を
し
よ
う
と
す
る
○
～
戸
外
に
出
て
体
を
十
分
に
動
か
し
て
遊
ぶ
・基
本
的
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
、
健
康
の
基
礎
を
培
う
・～
心
地
の
よ
い
気
候
の
も
と
、
全
身
を
使
っ
て
戸
外
遊
び
を
楽
し
む
・季
節
の
変
わ
り
目
に
留
意
し
～
健
康
的
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
す
る
○
春
の
自
然
の
中
、
保
育
者
や
友
達
と
戸
外
で
の
び
の
び
遊
ぶ
○
様
々
な
用
具
を
用
い
な
が
ら
、
体
を
動
か
す
こ
と
を
喜
ぶ
○
運
動
能
力
を
高
め
る
動
き
の
あ
る
遊
び
を
喜
び
、
～
動
き
を
巧
み
に
調
整
し
て
遊
ぶ
　
 こ
と
が
で
き
る
○
冬
の
戸
外
で
も
防
寒
対
策
を
し
て
元
気
に
遊
び
、
体
の
温
め
方
な
ど
冬
の
過
ご
し
　
 方
の
工
夫
を
保
育
者
と
一
緒
に
考
え
る
・生
活
の
仕
方
が
わ
か
り
、
身
の
回
り
の
こ
と
は
自
分
で
す
る
・戸
外
遊
び
や
運
動
遊
び
に
興
味
を
も
ち
、
友
だ
ち
と
体
を
動
か
し
て
遊
ぶ
こ
と
を
楽
し
む
○
必
要
な
生
活
習
慣
を
再
確
認
し
、
生
活
の
場
を
整
え
よ
う
と
す
る
○
夏
を
健
康
的
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
汗
の
始
末
、
水
分
補
給
、
午
睡
、
休
息
な
ど
を
進
ん
 　
で
行
う
○
い
ろ
い
ろ
な
運
動
用
具
、
遊
具
を
安
全
に
使
い
、
全
身
を
動
か
し
て
積
極
的
に
遊
ぶ
○
健
康
的
な
生
活
リ
ズ
ム
を
身
に
つ
け
、
自
分
の
体
や
病
気
に
つ
て
関
心
を
も
つ
○
寒
さ
に
負
け
ず
し
っ
か
り
体
を
動
か
し
、
い
ろ
い
ろ
な
運
動
遊
び
に
挑
戦
す
る
②
自
立
心
　
（ 自
尊
感
情
や
自
己
肯
定
感
に
よ
る
自
己
発
揮
）
○
～
自
己
発
揮
で
き
る
よ
う
に
な
る
○
～
満
足
感
や
達
成
感
を
自
信
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
・～
自
分
の
気
持
ち
や
行
動
を
調
整
し
よ
う
と
す
る
・自
分
で
で
き
る
こ
と
に
自
信
を
持
ち
、
意
欲
的
に
遊
び
や
生
活
に
取
り
組
む
・生
活
の
仕
方
が
わ
か
り
、
身
の
回
り
の
こ
と
は
自
分
で
す
る
・友
達
や
保
育
者
と
関
わ
り
な
が
ら
、
好
き
な
遊
び
を
楽
し
む
③
協
同
性
　
（ 人
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
　
協
同
的
な
遊
び
や
生
活
に
よ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
構
築
）
○
友
達
と
ぶ
つ
か
り
合
う
中
で
～
相
手
の
気
持
ち
を
少
し
ず
つ
知
っ
て
い
く
・～
友
達
と
遊
び
を
工
夫
す
る
・～
難
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
も
、
協
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
知
る
・～
友
達
と
遊
び
や
活
動
を
進
め
る
こ
と
を
楽
し
む
○
仲
間
意
識
を
持
つ
と
同
時
に
、
自
分
と
違
う
考
え
の
人
も
い
る
こ
と
を
認
識
し
～
・友
達
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
集
団
で
活
動
す
る
こ
と
を
楽
し
む
○
行
事
を
通
し
て
、
様
々
な
人
と
の
関
わ
り
や
仲
間
意
識
を
深
め
る
④
道
徳
性
・規
範
意
識
の
芽
生
え
　
（道
徳
性
の
芽
生
え
を
培
う
教
育
・保
育
）
○
ル
ー
ル
を
意
識
し
な
が
ら
遊
ぶ
楽
し
さ
に
気
付
く
・～
保
育
者
と
一
緒
に
自
分
の
行
動
を
振
り
返
り
、
決
ま
り
を
理
解
し
守
ろ
う
と
す
る
○
～
決
ま
り
や
安
全
面
に
つ
い
て
保
育
者
と
一
緒
に
考
え
、
気
付
い
た
こ
と
を
守
ろ
う
と
す
る
○
話
し
合
い
を
重
ね
な
が
ら
、
自
分
た
ち
で
作
っ
た
決
ま
り
を
理
解
し
守
ろ
う
と
す
る
○
ル
ー
ル
の
理
解
を
深
め
て
、
集
団
で
遊
び
を
楽
し
む
○
活
動
ご
と
の
約
束
を
守
り
、
夏
な
ら
で
は
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
遊
び
を
楽
し
む
○
良
い
、
悪
い
を
判
断
し
、
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
、
譲
り
合
っ
た
り
、
協
力
し
合
っ
た
り
  
  
し
て
生
活
す
る
○
集
団
遊
び
の
楽
し
さ
が
わ
か
り
、
み
ん
な
で
ル
ー
ル
を
作
り
意
欲
的
に
遊
ぶ
⑤
社
会
生
活
と
の
関
わ
り
○
地
域
の
行
事
に
関
心
を
も
ち
、
積
極
的
に
参
加
す
る
○
身
近
な
公
共
の
施
設
に
関
心
を
も
ち
、
行
事
に
参
加
し
た
り
～
⑥
思
考
力
の
芽
生
え
　
（環
境
に
よ
る
思
考
力
の
芽
生
え
を
培
う
生
活
と
保
育
）
⑦
自
然
と
の
関
わ
り
・生
命
尊
重
○
秋
の
実
り
を
楽
し
み
、
自
然
物
で
遊
ぶ
○
～
自
然
物
へ
の
興
味
が
深
ま
り
、
季
節
の
変
化
に
気
付
く
・身
近
な
動
植
物
に
興
味
を
持
ち
、
愛
情
を
も
っ
て
ふ
れ
、
親
し
む
○
春
の
自
然
の
心
地
よ
さ
を
体
で
感
じ
、
自
然
物
を
遊
び
の
中
に
取
り
入
れ
て
楽
し
む
○
冬
の
自
然
事
象
に
興
味
を
持
ち
、
そ
れ
ら
を
自
分
た
ち
の
生
活
を
結
び
付
け
よ
う
と
す
る
○
～
自
然
と
関
わ
る
楽
し
さ
を
味
わ
い
、
身
近
な
生
き
物
に
対
し
て
関
心
を
深
め
る
・～
夏
な
ら
で
は
の
遊
び
を
楽
し
む
・身
近
な
自
然
事
象
や
動
植
物
に
親
し
み
、
関
心
や
愛
情
を
も
つ
○
身
近
な
自
然
に
共
起
関
心
を
も
ち
、
愛
情
を
こ
め
て
動
植
物
の
世
話
を
す
る
○
身
近
な
動
植
物
を
世
話
し
、
成
（生
）長
を
楽
し
む
○
夏
の
自
然
事
項
が
も
つ
偉
大
さ
、
美
し
さ
、
不
思
議
さ
な
ど
に
関
心
を
深
め
る
○
季
節
や
生
活
の
変
化
に
気
づ
き
、
収
穫
を
喜
ん
だ
り
自
然
物
を
使
っ
た
遊
び
を
楽
し
ん
　
 だ
り
す
る
⑧
数
量
や
図
形
、
標
識
や
文
字
へ
な
ど
へ
の
関
心
・感
覚
○
数
や
量
、
形
な
ど
に
興
味
を
持
ち
、
数
え
た
り
、
比
べ
た
り
し
な
が
ら
そ
の
違
い
に
気
付
く
○
日
常
生
活
の
中
で
知
っ
て
い
る
文
字
に
関
心
を
持
ち
、
身
の
回
り
に
あ
る
文
字
を
　
 見
つ
け
て
喜
ぶ
○
数
や
文
字
を
取
り
入
れ
た
遊
び
を
取
り
入
れ
た
り
、
生
活
の
中
で
も
の
の
数
を
数
え
た
り
、
　
 文
字
や
記
号
を
使
っ
た
り
す
る
こ
と
を
楽
し
む
○
文
字
、
数
、
量
、
形
、
位
置
、
時
間
な
ど
を
遊
び
や
生
活
の
中
に
取
り
入
れ
、
興
味
関
心
　
 を
深
め
る
○
文
字
、
数
、
量
、
形
、
位
置
、
時
間
な
ど
を
遊
び
や
生
活
の
中
に
取
り
入
れ
、
理
解
を
　
 深
め
る
⑨
言
葉
に
よ
る
伝
え
合
い
　
（生
活
に
お
け
る
「聞
く
」「
話
す
」な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
力
の
形
成
）
○
挨
拶
や
返
事
な
ど
生
活
に
必
要
な
言
葉
を
知
り
、
使
お
う
と
す
る
○
～
自
分
の
思
っ
た
こ
と
や
経
験
を
話
そ
う
と
す
る
○
経
験
し
た
こ
と
や
思
っ
た
こ
と
を
、
保
育
者
や
友
達
に
伝
え
よ
う
と
す
る
・自
分
の
思
い
を
整
理
し
て
伝
え
た
り
、
友
達
の
要
求
を
受
け
入
れ
な
が
ら
～
・友
達
の
姿
を
受
け
止
め
、
な
ぐ
さ
め
た
り
、
代
弁
し
た
り
し
て
～
○
保
育
者
を
仲
立
ち
と
し
て
話
し
合
い
を
進
め
な
が
ら
、
友
達
の
意
見
を
聞
こ
う
と
す
る
○
保
育
者
の
言
葉
を
聞
こ
う
と
す
る
態
度
を
身
に
つ
け
、
内
容
を
自
分
な
り
に
理
解
し
よ
う
　
 と
す
る
○
集
団
の
中
で
自
分
の
思
い
を
言
葉
で
伝
え
、
～
理
解
し
て
も
ら
う
喜
び
を
感
じ
る
○
遊
び
や
生
活
の
中
で
、
自
分
の
思
い
を
伝
え
る
言
葉
を
工
夫
す
る
・思
い
を
伝
え
あ
い
な
が
ら
、
共
通
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
遊
ぶ
こ
と
を
楽
し
む
○
人
の
話
を
よ
く
聞
き
、
自
分
の
思
っ
た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を
話
す
○
絵
本
や
物
語
な
ど
に
親
し
み
、
そ
の
面
白
さ
が
わ
か
り
、
想
像
し
て
楽
し
む
○
発
見
し
た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
、
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
な
ど
を
話
す
○
～
、
友
だ
ち
の
話
を
注
意
し
て
聞
い
た
り
、
自
分
の
思
い
を
み
ん
な
に
わ
か
る
よ
う
な
言
葉
　
 で
伝
え
る
○
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
通
し
て
、
場
面
に
応
じ
た
言
葉
、
話
し
方
の
違
い
、
お
も
し
ろ
さ
な
ど
に
　
 気
づ
く
○
生
活
や
遊
び
の
中
で
、
言
葉
を
使
っ
て
考
え
た
り
、
伝
え
合
っ
た
り
す
る
喜
び
を
も
つ
○
い
ろ
い
ろ
な
機
会
で
発
表
す
る
充
実
感
を
味
わ
う
⑩
豊
か
な
感
性
と
表
現
　
（表
現
す
る
過
程
を
広
げ
た
り
、
深
め
た
り
す
る
生
活
や
保
育
　
表
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
重
視
す
る
保
育
）
○
身
近
な
動
物
や
乗
り
物
な
ど
を
模
倣
し
て
、
体
全
体
を
使
っ
て
遊
ぶ
○
役
に
な
り
き
っ
て
劇
遊
び
を
楽
し
ん
だ
り
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
楽
器
を
演
奏
　
 し
た
り
す
る
○
絵
本
や
紙
芝
居
を
～
イ
メ
ー
ジ
を
豊
か
に
し
遊
び
の
中
で
自
分
な
り
に
表
現
  
を
楽
し
む
○
美
し
い
も
の
を
見
た
り
聞
い
た
り
す
る
中
で
、
感
性
を
豊
か
に
し
、
思
い
思
い
に
表
現
す
る
○
友
達
と
一
緒
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
人
前
で
表
現
す
る
楽
し
さ
を
味
わ
い
～
○
絵
本
や
紙
芝
居
を
喜
ん
で
み
た
り
聞
い
た
り
し
て
、
イ
メ
ー
ジ
を
豊
か
に
し
、
遊
び
の
中
で
　
 表
現
す
る
こ
と
を
楽
し
む
○
友
達
と
一
緒
に
楽
し
く
歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
す
る
○
様
々
な
素
材
や
用
具
を
使
っ
て
、
描
い
た
り
作
っ
た
り
し
て
楽
し
む
○
友
達
と
一
緒
に
楽
し
く
歌
っ
た
り
、
踊
っ
た
り
、
音
楽
を
聴
い
た
り
、
楽
器
に
触
れ
た
り
す
る
○
目
的
を
も
っ
て
、
遊
び
に
必
要
な
も
の
を
作
っ
た
り
、
試
し
た
り
す
る
○
経
験
し
た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
、
想
像
し
た
こ
と
な
ど
を
言
葉
や
、
動
き
、
音
楽
、
造
形
な
ど
で
　
 自
由
に
表
現
し
た
り
、
演
じ
た
り
捨
て
楽
し
む
○
遊
び
に
使
う
も
の
を
、
協
力
し
な
が
ら
工
夫
し
て
作
り
上
げ
る
⑪
異
年
齢
児
と
の
交
流
・年
下
の
子
の
様
子
に
も
気
づ
き
、
自
ら
接
す
る
○
異
年
齢
児
に
関
心
を
も
ち
、
か
か
わ
り
を
楽
し
む
○
積
極
的
に
年
下
児
と
関
わ
り
、
い
た
わ
り
の
気
持
ち
を
も
つ
○
年
下
児
や
小
学
生
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
関
わ
り
を
深
め
、
～
⑫
安
全
に
関
す
る
教
育
○
遊
び
の
中
で
、
室
内
や
様
々
な
場
面
で
の
過
ご
し
方
を
少
し
ず
つ
身
に
つ
け
、
安
全
に
　
 つ
い
て
の
意
識
を
高
め
る
○
室
内
の
安
全
に
注
意
を
払
う
よ
う
に
な
り
、
自
分
た
ち
で
注
意
し
あ
っ
て
安
全
に
遊
ぶ
○
安
全
に
気
を
付
け
て
遊
具
や
用
具
を
正
し
く
使
う
⑬
食
育
○
～
収
穫
し
て
食
べ
る
喜
び
を
経
験
す
る
○
食
材
に
興
味
を
も
っ
て
楽
し
く
食
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
～
※
保
育
の
内
容
と
は
別
枠
で
食
育
が
独
立
し
て
設
け
ら
れ
、
各
期
3項
目
ず
つ
計
12
項
目
挙
げ
ら
れ
て
い
る
○
健
康
に
関
心
を
も
ち
、
食
事
の
大
切
さ
を
知
る
○
体
と
食
べ
物
と
の
関
係
に
関
心
を
も
ち
食
事
を
す
る
○
食
べ
物
の
働
き
を
理
解
し
、
好
き
嫌
い
を
し
な
い
で
食
べ
よ
う
と
す
る
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4．考察
　イノベーション（innovation）とは、刷新、革新、新機軸という意味であるということを本稿
の冒頭で述べた。保育・幼児教育におけるカリキュラムのイノベーションと課題を明らかにす
ることに取り組む中で、改訂に伴う大きな課題は、イノベーションではなく、リノベーション
（renovation）= 修理・修復すること、また、改善すること（広辞苑第６版　岩波書店）の方が
適切な表現なのではないかという結論に至った。それは、それまでの保育の実績を踏襲する形で
「強み」を生かしつつ、その一方で幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定こども園
教育・保育要領の変更やその他の幼児教育・保育に関する法令の改正、子どもを取り巻く環境や
社会的問題を鑑み「弱み」を明確にし、補完することが必要であると考えるからである。実際に、
改訂前と改訂後で比較しても内容に明確な大きな変化は見られなかった。平成 30 年版の改訂は、
「幼児教育において育みたい資質・能力」「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」「主体的・対
話的で深い学び」が明記されたと改訂に合わせて「ここが変わった」を強調する出版物が続々と
出版されたことと相まって、カリキュラムの作成に発想の転換が必要であるという印象が強かっ
た可能性もある。しかし、幼児教育・保育の専門家の指導のもとで作成し雑誌に掲載された年間
指導計画を分析してみると、これまでの抽象的な表記がより具体的になったり、幼児教育ですべ
きことが明確化されたりという事柄を整理しこれまでのカリキュラムをイノベーションしている
ことが明確になった。しかしながら、ひとつひとつの項目を分析すると、細部に至る課題が見え
てきた。以下、項目ごとに課題を列挙する。
 
①健康な心と体　（生活習慣の自立　多様な感情や価値の体感による生活の確立）
　基本的生活習慣を身につけるという視点から、3 歳児、4 歳児、5 歳児と年齢が上がるにつれ
て深まりのある事項が挙げられていると言えるが、体を動かすことに重きが置かれている。生活
する主体としての力をつけるということをどのように実践するかを明確にすることが課題と言え
よう。
②自立心（自尊感情や自己肯定感による自己発揮）
　保育士との信頼関係の構築が必須であることから、保育士の配慮的事項として具体化すること
は容易でも、子どもが自立する道筋をカリキュラムとして位置付けることは難しいのではないだ
ろうか。改訂前、改訂後共に充実した記載とは言えない。主体的活動との関連において検討する
ことが課題と言えよう。
③協同性（人との信頼関係の構築　協同的な遊びや生活によるカリキュラム構築）
　「三間」が喪失していると言われる子どもを取り巻く環境の中で育つ現代の子どもたちにとっ
て、協同的活動を通して学ぶ経験は特に必要な経験と言える。同じ目的を共有する仲間としてひ
とつの目標に向かって関わり合いながら物事を進める経験は、領域「人間関係」内容（８）に明
記され、幼稚園教育要領、保育所保育指針、認定こども園教育・保育要領の領域「人間関係」で
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も強調されている事項である。“協同”の姿勢を育むためには環境との関わり、主体的な活動と
しての遊びを通して、行事を通して、課題活動を通して、様々な場面で育成されるものであるが、
幼児教育・保育の「遊びを通しての総合的な指導を」踏まえて考えれば、主体的な遊びを通して
育む協同性を軸に考えるべきではないだろうか。しかし、主体的な活動としての遊びについては、
子どもの感情や発想によって変幻自在に形を変えることから、年間指導計画には位置付けるのが
難しい。子どもの実態を捉えつつ主体的な活動としての遊びを深めたり、広げたりする「時間的
ゆとり」をどのように確保するかが課題と言えよう。
④道徳性・規範意識の芽生え　（道徳性の芽生えを培う教育・保育）
　平成 17 年 1 月 28 日、「子どもを取り巻く環境の変化を踏まえた今後の幼児教育の在り方につ
いて」の中央教育審議会答申が出された。その中には、「近年の子どもの育ちが何かおかしい」
という子育ちの危機的状況が明記された。具体的な姿としては、「基本的な生活習慣の欠如」「コ
ミュニケーション能力の不足」「自制心や規範意識の不足」「運動能力の低下」「小学校生活への
不適応」「学びに対する意欲・関心の低下等」が挙げられた。これらの今日的課題は、未だ改善
されていない現状である。特に、道徳性や規範意識はすぐに身に付くものではないことから、遊
びや生活を通して、豊かな人との関わりの中で、幼児期にその土台となる経験を蓄積することの
必要性を感じる。これについては、3 歳児・4 歳児・5 歳児という連続性の中で、身に付けられ
るカリキュラムの構築が課題であると言えよう。
⑤社会生活との関わり
　改訂前の 3 歳児の年間指導計画に地域との連携が保育の内容とは別に設けられていたが、改訂
前、改訂後共に保育の内容には 3・4 歳児には該当する事項がなく、5 歳児に記載されているの
みである。本来は地域社会との関係性の中で成立する項目であるため、雑誌に記載されるために
作成された年間指導計画には位置づけが難しかったことが予想される。しかし、地域社会の中で
子どもの声が生活音ではなく騒音と捉えられ、保育園が地域から受け入れられない事例を多く耳
にする。保育園が新設されるにあたっては、地域の住民の反対運動が起こり、待機児童の解消が
進まない現状を報道で目にすることさえある。このようなことが背景にあり、社会生活との関わ
りの場が得られないことがあるとすれば、それは保育園に限らず幼児教育の場の“苦手”分野と
言える。幼児が生活との関わりの場を得ることが課題と言えよう。
⑥思考力の芽生え（環境による思考力の芽生えを培う生活と保育）
　改訂前から課題として認識されてはいたものの、5 歳児に記載があるのみであった。改訂後に
は 3・4・5 歳児クラスの全てにおいて記載がない。いくつかの可能性を推察する。思考力は見極
めが難しく成果も遅効的であるため保育に取り入れ難い、保育士自身に苦手意識がある、抽象的
に捉えられ保育実践として具現化するに至らない、ことなどが挙げられる。例えば、保育士の苦
手意識については、科学の絵本は物語絵本に比べて出版数が少ないため、保育士が題材や教材を
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見つけ難いことも可能性としてあるのではないだろうか。研修などにより教材開発をすること、
楽しんで保育に取り入れる「思考の種」を見つけること、そして、それを発達の実態を捉えて適
時に実践することが課題と言えよう。また、幼児のその時の興味・関心と関連する事項をどのよ
うなかたちで組み込むかを検討するとともに、創意工夫が必要である。
⑦自然との関わり・生命尊重
　保育所保育指針には「保育の環境には、保育士等や子どもなどの人的環境、施設や遊具などの
物的環境、更には自然や社会の事象などがある＜第 1 章（４）保育の環境＞」と明記されている。
当然、これらは園独自のものとなる。その意味では、この自然との関わりは、園の創意工夫を発
揮しやすい項目と言えるのではないだろうか。
　その一方で、生命の尊重に関しては「動植物の世話」が挙げられているにとどまり、十分に組
み込まれているとは言えない。生命の尊重を取り入れるうえで避けられない「死」に直面するこ
とに消極的であることも容易に想像がつく。保育士がどのように真向い実践を展開していくかが
課題と言えよう。
⑧数量や図形、標識や文字へなどへの関心・感覚
　改訂前にも改訂後にも同様に領域「環境」の内容に記載されていることから、3・4・5 歳児ク
ラスそれぞれに記載がある。周知のとおり、幼児期の終わりまでに育ってほしい姿は、５歳児で
突然出現する姿ではなく、保育・幼児教育を経て、５歳児の生活の中の様々な場面で見えてくる
姿であると説明されている。実際の保育においては、3 歳児から 4 歳児、そして 5 歳児へとつな
がりと深まりをもたせたカリキュラム編成が必要となる。
⑨言葉による伝え合い（生活における「聞く」「話す」などのコミュニケーションの力の形成）
　現代社会の子どもを取り巻く言葉環境は、人と人の「間」を大事にした対話により言葉に触れ
る機会よりも、メディアなどにより流れてくる言葉に触れる機会の方が多いのではないかと考え
る。前者が能動的な言葉との関わりに対して、後者は受動的な関わりと言えるだろう。言葉を内
面化するには能動的な関わりが効果的であろう。豊かな生活体験により内面から溢れ出る言葉を
生み出すカリキュラムが必要と言えよう。他の項目との相互作用も必要である。
⑩豊かな感性と表現
（表現する過程を広げたり、深めたりする生活や保育　表したいという気持ちを重視する保育）
　保育技術を発揮しやすく、子どもの姿も捉えやすいことから、改訂前後で同様に組み込まれて
いる項目である。言葉と同様に、表現したいという湧き上がる発想を生み出す豊かな生活体験と
他項目との相互作用を構造化することが課題と言えよう。
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⑪異年齢児との交流
　異年齢保育には、年下の子は年上の子をあこがれの存在としてモデルにすることによって、意
欲的な行動や向学心につながるメリットがあると言われる。また、年上の子は年下の子をいたわ
る対象として関わり、結びつきの心地よさや豊かな感情が育まれると言われる。
　さらに、「発達の最近接領域（ヴィゴツキー）」に関しても、同一年齢とは異なる発達のきっか
けをつくれるメリットもある。保育は、適切な時期を見極め、適切な刺激を提供する営みとも言
える。この点から考えても、3・4・5 歳児の発達の道筋を踏まえて、連続したカリキュラムを構築し、
交流によってより効果的な実践をすることが課題と言えよう。
⑫安全に関する教育
　平成 30 年版の保育所保育指針では、第 3 章（２）に事故防止及び安全対策が明記された。改
訂の前に各年齢で記載が見られることから、安心安全な保育に対する意識の高さがうかがえる。
保育における安全教育には教育的・育成的側面もある。日常の局面では教育的側面が発揮される
と考える。カリキュラムにおいては、育成的側面を構造化して取り組むことが課題と言えよう。
⑬食育
　平成 30 年版の改訂にかかわらず、平成 17 年に食育基本法が制定されてから、特に養護と教育
を一体として行うことを基本とする保育所保育には、生命の保持の視点からカリキュラムに組み
込まれることが一般的となった。
5．今後の課題
　本稿は、雑誌に掲載された言わば分担制により作成された年間指導計画を用いており、園の保
育理念とそれに基づく保育観、子ども観を根底にして 3・4・5 歳児の育ちの連続性を反映し作成
されているものを用いて分析したものではない。実際のカリキュラムを用いて分析する必要があ
ると考えている。また、本稿では平成 30 年版の改訂前後の比較をした。今後はこれまでの改訂
にも視野を広げるとともに、幼稚園のカリキュラムも分析する必要があると考えている。
おわりに
　手順 4 の分類表を作成する過程で、実践知であるか、暗黙知であるのかは現段階では不明であ
るが、5 領域の構造と順序性、10 の姿と実践の順序性が 3 年間の年間指導計画の中に見られるの
ではないかという興味深い仮説に至った。基礎的研究としての位置づけで雑誌分析を継続して進
めていきたいと考える。
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